
GRIスタンダード対照表

利用に関する声明 花王グループは、GRI スタンダードを参照し、当該期間 [2025年1月1日〜2025年12月31日] について、本 GRI 内容索引に記載した情報を報告します。

利用したGRI 1 GRI 1：基礎 2021

GRI 2：一般開示事項 2021 該当箇所

1. 組織と報告実務

2-1 組織の詳細 — —

2-2 組織のサステナビリティ報告の対象となる事業体 編集方針 P3

2-3 報告期間、報告頻度、連絡先
編集方針 P3

裏表紙 裏表紙

2-4 情報の修正・訂正記述 Our ESG Vision and Strategy＞指標と目標＞19の重点取り組みテーマの中長期目標 P52

2-5 外部保証 独立保証報告書 P324

2. 活動と労働者

2-6 活動、バリューチェーン、その他の取引関係 Our ESG Vision and Strategy＞戦略＞KLPの環境・社会インパクト P50

2-7 従業員 Our Progress＞人財開発＞従業員・管理職の人数 P255

2-8 従業員以外の労働者 — —

3. ガバナンス

2-9 ガバナンス構造と構成 Our ESG Vision and Strategy＞ガバナンス P62

2-10 最高ガバナンス機関における指名と選出 — —

2-11 最高ガバナンス機関の議長 — —

2-12 インパクトのマネジメントの監督における最高ガバナンス機関の役割 Our ESG Vision and Strategy＞ガバナンス P62

2-13 インパクトのマネジメントに関する責任の移譲 Our ESG Vision and Strategy＞ガバナンス P62

2-14 サステナビリティ報告における最高ガバナンス機関の役割 — —

2-15 利益相反 — —

2-16 重大な懸念事項の伝達 Our ESG Vision and Strategy＞リスク・機会管理 P67

2-17 最高ガバナンス機関の集合的知見 Our ESG Vision and Strategy＞ガバナンス P62

2-18 最高ガバナンス機関のパフォーマンス評価 — —

2-19 報酬方針 Our ESG Vision and Strategy＞ガバナンス P62

2-20 報酬の決定プロセス Our ESG Vision and Strategy＞ガバナンス P62

2-21 年間報酬総額の比率 — —

「該当箇所」をクリックすると 、 該当ページを表示します。 「該当箇所」は「サステナビリティレポート 2026」と「Our Foundations」を対象にしています。
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4. 戦略、方針、実務慣行

2-22 持続可能な発展に向けた戦略に関する声明
Our ESG Vision and Strategy＞CEOメッセージ P5

Our ESG Vision and Strategy＞ESG部門統括メッセージ P8

2-23 方針声明
Our Progress＞責任ある原材料調達＞リスク・機会管理 P134

Our Progress＞人権の尊重＞リスク・機会管理 P228

2-24 方針声明の実践 Our Progress＞人権の尊重＞リスク・機会管理 P228

2-25 マイナスのインパクトの是正プロセス

Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞ガバナンス P204

Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞戦略 P202

Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞リスク・機会管理 P205

Our Progress＞人権の尊重 P225

2-26 助言を求める制度および懸念を提起する制度 Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞ガバナンス P204

2-27 法規制遵守

Our ESG Vision and Strategy＞指標と目標＞19の重点取り組みテーマの中長期目標 P52

Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞戦略 P202

Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞リスク・機会管理 P205

2-28 会員資格を持つ団体

Our Progress＞より安全でより健康な製品＞リスク・機会管理 P103

Our Progress＞脱炭素＞リスク・機会管理 P152

Our Progress＞ごみゼロ＞リスク・機会管理 P165

Our Progress＞水保全＞リスク・機会管理 P180

Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞リスク・機会管理 P205

Our Progress＞人権の尊重＞リスク・機会管理 P228

5. ステークホルダー・エンゲージメント

2-29 ステークホルダー・エンゲージメントへのアプローチ Our ESG Vision and Strategy＞リスク・機会管理＞ステークホルダー・エンゲージメント P78

2-30 労働協約 Our Progress＞人財開発＞労働組合員の状況 P258

GRI 3：マテリアルな項目 2021 該当箇所

3-1 マテリアルな項目の決定プロセス Our ESG Vision and Strategy＞リスク・機会管理＞重点取り組みテーマの選定プロセス P67

3-2 マテリアルな項目のリスト Our ESG Vision and Strategy＞戦略＞重点領域、リスクと機会＞花王のESGコミッ
トメントとアクション P47

3-3 マテリアルな項目のマネジメント

Our ESG Vision and Strategy＞ガバナンス P62

Our ESG Vision and Strategy＞リスク・機会管理 P67

各報告の「ガバナンス／リスク・機会管理」 —

200：経済に関するスタンダード 該当箇所

経済パフォーマンス

GRI 201: 経済パフォーマンス 2016

201-1 創出、分配した直接的経済価値 Our ESG Vision and Strategy＞ESGハイライト P9

201-2 気候変動による財務上の影響、その他のリスクと機会 Our Progress＞脱炭素＞戦略 P144

201-3 確定給付型年金制度の負担、その他の退職金制度 — —

201-4 政府から受けた資金援助 — —

Kirei Lifestyle Plan 
中長期目標 解説

SDGsへの貢献

外部評価

独立保証報告書

GRIスタンダード対照表

UNGPレポーティング
フレームワーク対照表

TCFD対照表

SASB対照表

327



地域経済での存在感

GRI 202: 地域経済での存在感 2016
202-1 地域最低賃金に対する標準新人給与の比率（男女別） — —

202-2 地域コミュニティから採用した上級管理職の割合 — —

間接的な経済的インパクト

GRI 203: 間接的な経済的インパクト 
2016

203-1 インフラ投資および支援サービス Our Progress＞水保全＞リスク・機会管理 P180

203-2 著しい間接的な経済的インパクト — —

調達慣行

GRI 204: 調達慣行 2016 204-1 地元サプライヤーへの支出の割合 — —

腐敗防止

GRI 205: 腐敗防止 2016

205-1 腐敗に関するリスク評価を行っている事業所 — —

205-2 腐敗防止の方針や手順に関するコミュニケーションと研修
Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞ガバナンス P204

Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞リスク・機会管理 P205

205-3 確定した腐敗事例と実施した措置 Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞指標と目標（e.g.反競争行
為、贈収賄に関する係争・罰金・和解金状況） P204

反競争的行為

GRI 206: 反競争的行為 2016 206-1 反競争的行為、反トラスト、独占的慣行により受けた法的措置 Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞指標と目標（e.g.反競争行
為、贈収賄に関する係争・罰金・和解金状況） P204

租税

GRI 207: 租税 2019

207-1 税務へのアプローチ — —

207-2 税務ガバナンス、管理、およびリスクマネジメント — —

207-3 税務に関連するステークホルダー・エンゲージメントおよび懸念への対処 — —

207-4 国別の報告 — —

300：環境に関するスタンダード 該当箇所

生物多様性

GRI 101: 生物多様性 2024

101-1 生物多様性の損失を止め、反転させるための方針 Our Foundations＞生物多様性＞花王TNFDレポート —

101-2 生物多様性へのインパクトの管理 Our Foundations＞生物多様性＞花王TNFDレポート
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞リスク・機会管理

—
P307

101-3 アクセスと利益配分 — —

101-4 生物多様性へのインパクトの特定 Our Foundations＞生物多様性＞花王TNFDレポート
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞リスク・機会管理

—
P307

101-5 生物多様性へのインパクトを伴う場所 Our Foundations＞生物多様性＞花王TNFDレポート
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞リスク・機会管理

—
P307

101-6 生物多様性の損失の直接的な要因 Our Foundations＞生物多様性＞花王TNFDレポート
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞リスク・機会管理

—
P307

101-7 生物多様性の状態の変化 Our Progress＞責任ある化学物質管理＞リスク・機会管理 P307

101-8 生態系サービス Our Foundations＞生物多様性＞花王TNFDレポート
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞リスク・機会管理

—
P307
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原材料

GRI 301: 原材料 2016

301-1 使用原材料の重量または体積 Our Progress＞製品ライフサイクルと環境負荷 P198

301-2 使用したリサイクル材料
Our Progress＞ごみゼロ＞指標と目標 P163

Our Progress＞ごみゼロ＞リスク・機会管理 P165

301-3 再生利用された製品と梱包材 Our Progress＞ごみゼロ＞リスク・機会管理 P165

エネルギー

GRI 302: エネルギー 2016

302-1 組織内のエネルギー消費量
Our Progress＞脱炭素＞指標と目標 P148

Our Progress＞製品ライフサイクルと環境負荷 P198

302-2 組織外のエネルギー消費量 — —

302-3 エネルギー原単位 Our Progress＞脱炭素＞指標と目標 P148

302-4 エネルギー消費量の削減
Our Progress＞脱炭素＞指標と目標 P148

Our Progress＞脱炭素＞リスク・機会管理 P152

302-5 製品およびサービスのエネルギー必要量の削減
Our Progress＞脱炭素＞指標と目標 P148

Our Progress＞脱炭素＞リスク・機会管理 P152

水と廃水

GRI 303: 水と廃水 2018

303-1 共有資源としての水との相互作用
Our Progress＞水保全＞戦略 P174

Our Progress＞水保全＞リスク・機会管理 P180

303-2 排水に関連するインパクトのマネジメント
Our Progress＞水保全＞リスク・機会管理 P180

Our Progress＞大気および水質汚染防止＞リスク・機会管理 P193

303-3 取水
Our Progress＞水保全＞指標と目標 P176

Our Progress＞製品ライフサイクルと環境負荷 P198

303-4 排水

Our Progress＞水保全＞指標と目標 P176

Our Progress＞大気および水質汚染防止＞指標と目標 P192

Our Progress＞製品ライフサイクルと環境負荷 P190

303-5 水消費
Our Progress＞水保全＞指標と目標 P176

Our Progress＞製品ライフサイクルと環境負荷 P190

大気への排出

GRI 305: 大気への排出 2016

305-1 直接的な温室効果ガス（GHG）排出量（スコープ1）
Our Progress＞脱炭素＞指標と目標 P148

Our Progress＞製品ライフサイクルと環境負荷 P190

305-2 間接的な温室効果ガス（GHG）排出量（スコープ2）
Our Progress＞脱炭素＞指標と目標 P148

Our Progress＞製品ライフサイクルと環境負荷 P190

305-3 その他の間接的な温室効果ガス（GHG）排出量（スコープ 3）
Our Progress＞脱炭素＞指標と目標 P148

Our Progress＞製品ライフサイクルと環境負荷 P190

305-4 温室効果ガス（GHG）排出原単位 — —

305-5 温室効果ガス（GHG）排出量の削減 Our Progress＞脱炭素＞指標と目標 P148

305-6 オゾン層破壊物質（ODS）の排出量 — —

305-7 窒素酸化物(NOx)、硫黄酸化物(SOx)、およびその他の重大な大気
排出物

Our Progress＞大気および水質汚染防止＞指標と目標 P192

Our Progress＞製品ライフサイクルと環境負荷 P190
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廃棄物

GRI 306: 廃棄物 2020

306-1 廃棄物の発生と廃棄物関連の著しいインパクト
Our Progress＞サステナブルなライフスタイルの推進＞戦略 P108

Our Progress＞ごみゼロ＞戦略 P162

306-2 廃棄物関連の著しいインパクトの管理
Our Progress＞サステナブルなライフスタイルの推進＞リスク・機会管理 P110

Our Progress＞ごみゼロ＞リスク・機会管理 P165

306-3 発生した廃棄物 Our Progress＞ごみゼロ＞指標と目標 P163

306-4 処分されなかった廃棄物 Our Progress＞ごみゼロ＞指標と目標 P163

306-5 処分された廃棄物 — —

サプライヤーの環境面のアセスメント

GRI 308: サプライヤーの環境面の
アセスメント 2016

308-1 環境基準により選定した新規サプライヤー — —

308-2 サプライチェーンにおけるマイナスの環境インパクトと実施した措置

Our Progress＞責任ある原材料調達＞リスク・機会管理 P134

Our Progress＞脱炭素＞リスク・機会管理 P152

Our Progress＞ごみゼロ＞リスク・機会管理 P165

Our Progress＞水保全＞リスク・機会管理 P180

400：社会に関するスタンダード 該当箇所

雇用

GRI 401: 雇用 2016

401-1 従業員の新規雇用と離職 Our Progress＞人財開発＞人財データ P254

401-2 正社員には支給され、非正規社員には支給されない手当 — —

401-3 育児休暇 Our Progress＞受容性と多様性のある職場＞リスク・機会管理 P268

労使関係

GRI 402: 労使関係 2016 402-1 事業上の変更に関する最低通知期間 — —

労働安全衛生

GRI 403: 労働安全衛生 2018

403-1 労働安全衛生マネジメントシステム Our Progress＞社員の健康増進と安全（安全）＞戦略
Our Progress＞社員の健康増進と安全（安全）＞ガバナンス

P293
P296

403-2 危険性（ハザード）の特定、リスク評価、事故調査 Our Progress＞社員の健康増進と安全（健康） P276

403-3 労働衛生サービス Our Progress＞社員の健康増進と安全（健康） P276

403-4 労働安全衛生における労働者の参加、協議、コミュニケーション Our Progress＞社員の健康増進と安全（安全）＞リスク・機会管理 P296

403-5 労働安全衛生に関する労働者研修 Our Progress＞社員の健康増進と安全（安全）＞リスク・機会管理 P296

403-6 労働者の健康増進 Our Progress＞社員の健康増進と安全（健康）＞戦略 P277

403-7 ビジネス上の関係で直接結びついた労働安全衛生の影響の防止と緩和 Our Progress＞社員の健康増進と安全（安全）＞戦略
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞ リスク・機会管理

P293
P307

403-8 労働安全衛生マネジメントシステムの対象となる労働者 — —

403-9 労働関連の傷害 Our Progress＞社員の健康増進と安全（安全）＞指標と目標 P294

403-10 労働関連の疾病・体調不良 Our Progress＞社員の健康増進と安全（安全）＞指標と目標 P294
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研修と教育

GRI 404: 研修と教育 2016

404-1 従業員一人あたりの年間平均研修時間 Our Progress＞人財開発＞人財開発投資(従業員1人あたり) P258

404-2 従業員スキル向上プログラムおよび移行支援プログラム

Our ESG Vision and Strategy＞リスク・機会管理＞社員エンゲージメント P70

各報告の「ガバナンス」 —

Our Progress＞責任ある原材料調達＞リスク・機会管理 P134

Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞指標と目標 P203

Our Progress＞人財開発 P237

Our Progress＞受容性と多様性のある職場 P261

404-3 業績とキャリア開発に関して定期的なレビューを受けている従業員の割合 Our Progress＞人財開発＞リスク・機会管理 P244

ダイバーシティと機会均等

GRI 405: ダイバーシティと機会均等
2016

405-1 ガバナンス機関および従業員のダイバーシティ
Our Progress＞受容性と多様性のある職場＞リスク・機会管理 P268

Our Progress＞受容性と多様性のある職場＞人財データ P264

405-2 基本給と報酬総額の男女比 Our Progress＞受容性と多様性のある職場＞人財データ P264

非差別

GRI 406: 非差別 2016 406-1 差別事例と実施した救済措置 — —

結社の自由と団体交渉

GRI 407: 結社の自由と団体交渉 2016 407-1 結社の自由や団体交渉の権利がリスクにさらされる可能性のある 
事業所およびサプライヤー — —

児童労働

GRI 408: 児童労働 2016 408-1 児童労働事例に関して著しいリスクがある事業所およびサプライヤー — —

強制労働

GRI 409: 強制労働 2016 409-1 強制労働事例に関して著しいリスクがある事業所およびサプライヤー — —

保安慣行

GRI 410: 保安慣行 2016 410-1 人権方針や手順について研修を受けた保安要員 — —

先住民族の権利

GRI 411: 先住民族の権利 2016 411-1 先住民族の権利を侵害した事例 — —

地域コミュニティ

GRI 413: 地域コミュニティ 2016
413-1 地域コミュニティとのエンゲージメント、インパクト評価、開発プログ

ラムを実施した事業所 Our Progress＞責任ある化学物質管理＞リスク・機会管理 P307

413-2 地域コミュニティに著しいマイナスのインパクト（顕在的、潜在的）を
及ぼす事業所 — —

サプライヤーの社会面のアセスメント

GRI 414: サプライヤーの社会面の
アセスメント 2016

414-1 社会的基準により選定した新規サプライヤー
Our Progress＞責任ある原材料調達＞リスク・機会管理 P134

Our Progress＞人権の尊重＞リスク・機会管理 P228

414-2 サプライチェーンにおけるマイナスの社会的インパクトと実施した
措置

Our Progress＞責任ある原材料調達＞リスク・機会管理 P134

Our Progress＞人権の尊重＞リスク・機会管理 P228

公共政策

GRI 415: 公共政策 2016 415-1 政治献金 Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞指標と目標 P203
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顧客の安全衛生

GRI 416: 顧客の安全衛生 2016
416-1 製品およびサービスのカテゴリーに対する安全衛生インパクトの評価

Our Progress＞ユニバーサル プロダクト デザイン＞指標と目標 P94

Our Progress＞ユニバーサル プロダクト デザイン＞リスク・機会管理 P95

Our Progress＞より安全でより健康な製品＞指標と目標 P102

Our Progress＞より安全でより健康な製品＞リスク・機会管理 P103

Our Progress＞暮らしを変えるイノベーション＞リスク・機会管理 P126

Our Progress＞暮らしを変えるイノベーション＞指標と目標 P126

416-2 製品およびサービスの安全衛生インパクトに関する違反事例 — —

マーケティングとラベリング

GRI 417: マーケティングとラベリング
2016

417-1 製品およびサービスの情報とラベリングに関する要求事項

Our Progress＞ユニバーサル プロダクト デザイン＞指標と目標 P94

Our Progress＞ユニバーサル プロダクト デザイン＞リスク・機会管理 P95

Our Progress＞より安全でより健康な製品＞リスク・機会管理 P103

Our Progress＞製品ライフサイクルと環境負荷＞ “ いっしょにeco マーク” 認定製品 P199

Our Progress＞徹底した透明性＞指標と目標 P221

Our Progress＞徹底した透明性＞リスク・機会管理 P222

Our Progress＞責任ある化学物質管理＞リスク・機会管理 P307

417-2 製品およびサービスの情報とラベリングに関する違反事例 — —

417-3 マーケティング・コミュニケーションに関する違反事例 — —

顧客プライバシー

GRI 418: 顧客プライバシー 2016 418-1 顧客プライバシーの侵害および顧客データの紛失に関して具体化し
た不服申立 — —
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UNGPレポーティングフレームワーク対照表
「サステナビリティレポート2026での該当箇所」をクリックすると、該当ページを表示します。

サステナビリティレポート2026での
該当箇所

A 人権尊重のガバナンス
A1 方針のコミットメント

A1.1 パブリック・コミットメントはどのように策定されたか？ Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

A1.2 パブリック・コミットメントがとりあげているのは誰の人権か？ Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

A1.3 パブリック・コミットメントをどのように周知させているか？

Our Progress＞人権の尊重＞
ガバナンス P228

Our Progress＞人権の尊重＞
指標と目標 P228

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

A2 人権尊重の組み込み

A2.1 人権パフォーマンスの日常における責任は、社内でどのように
構成されているか、またその理由は何か？

Our Progress＞人権の尊重＞
戦略 P226

Our Progress＞人権の尊重＞
ガバナンス P228

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

A2.2 上級経営管理者及び取締役会では、どのような種類の人権課題
がどのような理由で議論されているか？

Our Progress＞人権の尊重＞
ガバナンス P228

A2.3
意思決定や行動に際してはさまざまな方法で人権尊重を意識
すべきであることを、従業員及び契約労働者に対してどのよう
に周知させているか？

Our Progress＞実効性のある
コーポレート・ガバナンス＞ 
リスク・機会管理

P205

Our Progress＞実効性のある
コーポレート・ガバナンス＞ 

「花王 ビジネス コンダクト 
ガイドライン」の教育と浸透

P205

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

Our Progress＞人権の尊重＞
社員の人権意識向上のための
取り組み

P234

A2.4 企業は取引関係において、人権尊重を重視していることをどの 
ように明確化しているか?

Our Progress＞責任ある原材
料調達＞リスク・機会管理 P134

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

A2.5 報告対象期間中、人権尊重を実現することに関して企業が得
た教訓は何か、またその結果として何が変わったか？

Our Progress＞人権の尊重＞
指標と目標 P228

サステナビリティレポート2026での
該当箇所

B 報告の焦点の明確化

B1 顕著な人権課題の提示：報告対象期間の企業の活動及び取引
関係に関連した、顕著な人権課題を提示する。

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

B2 顕著な人権課題の確定：顕著な人権課題がどのように確定され
たかを、ステークホルダーからの意見も含めて説明する。

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

B3 重点地域の選択：顕著な人権課題に関する報告が特定の地域に
重点を置く場合、どのようにその選択を行ったかを説明する。 — —

B4
追加的な深刻な影響：報告対象期間に発生し、または引き続き取
り組まれている人権への深刻な影響のうち、顕著な人権課題以外
のものを特定し、その取り組みの方法について説明する。

— —

C 顕著な人権課題の管理
C1 具体的方針

C1.1 企業はその方針の関連性と重大性を、当該方針の実施が求め
られる者に対してどのように伝えているか？

Our Progress＞責任ある原材 
料調達＞購買慣行の定期的な 
見直しとサプライヤーのパフォ 
ーマンス評価

P137

Our Progress＞責任ある原材
料調達＞ステークホルダーと
の協業

P138

Our Progress＞実効性のある
コーポレート・ガバナンス＞ 
リスク・機会管理

P205

Our Progress＞実効性のある
コーポレート・ガバナンス＞ 

「花王 ビジネス コンダクト 
ガイドライン」の教育と浸透

P205

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

Our Progress＞人権の尊重＞
社員の人権意識向上のための
取り組み

P234

C2 ステークホルダー・エンゲージメント

C2.1
企業は顕著な人権課題のそれぞれについて、どのステークホル
ダーと関与すべきか、またいつ、どのように関与するかをどの
ように決定しているか？

Our Progress＞人権の尊重＞
ガバナンス P228

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228
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サステナビリティレポート2026での
該当箇所

C2.2 報告対象期間中、企業は顕著な人権課題のそれぞれについて、
どのステークホルダーと関与したか、またその理由は何か？

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

Our Progress＞人権の尊重＞
重要な人権テーマへの取り組み P232

Our Progress＞人権の尊重＞
多様なステークホルダーとの
対話を通じた活動の改善

P234

C2.3
報告対象期間中、ステークホルダーの見解は、顕著な人権課題
それぞれに対する企業の理解や取り組み方にどのような影響を
与えたか？

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

Our Progress＞人権の尊重＞
重要な人権テーマへの取り組み P232

Our Progress＞人権の尊重＞
多様なステークホルダーとの
対話を通じた活動の改善

P234

C3 影響の評価

C3.1 報告対象期間中、顕著な人権課題に関わる影響に、目立った
傾向またはパターンがあったか、またそれは何だったか？ — —

C3.2 報告対象期間中、顕著な人権課題に関わる深刻な影響が発生
したか、またそれは何だったか？ — —

C4 評価結果の統合及び対処

C4.1
顕著な人権課題の管理に影響を与える意思決定と行動を行う
社内部門は、解決策を見出し実施することにどのように関与し
ているか？

Our Progress＞人権の尊重＞
ガバナンス P228

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

C4.2
顕著な人権課題に関連する影響の防止または軽減と、他の事業
目的との間に緊張関係が生じた場合、その緊張関係はどのよう
に対処されるか？

— —

C4.3
報告対象期間中、顕著な人権課題それぞれに関連する潜在的
影響を防止または軽減するため、企業はどのような措置をとっ
たか？

Our Progress＞人権の尊重＞
指標と目標 P228

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

C5 パフォーマンスの追跡

C5.1 顕著な人権課題のそれぞれが効果的に管理されているかどうか
を示すのは、報告対象期間のどの具体的事例か？

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

C6 是正

C6.1 企業はどのような手段を通じて、顕著な人権課題それぞれに 
関わる苦情や懸念を受理できるか？

Our Progress＞実効性のある
コーポレート・ガバナンス＞ 
ガバナンス

P204

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228

Our Progress＞人権の尊重＞
グリーバンスメカニズムの展開 P234

C6.2 人々が苦情や懸念を申し立てることができると感じているか
どうかを、企業はどのように確認しているか？ — —

サステナビリティレポート2026での
該当箇所

C6.3 企業はどのように苦情を処理し、成果の有効性を評価しているか？
Our Progress＞実効性のある
コーポレート・ガバナンス＞ 
ガバナンス

P204

C6.4
報告対象期間中、顕著な人権課題に関する苦情や懸念、及び
成果には、どのような傾向とパターンがあったか、また企業は
どのような教訓を得たか？

Our Progress＞人権の尊重＞
グリーバンスメカニズムの展開 P234

C6.5
報告対象期間中、企業は顕著な人権課題に関わる実際の影響
からの救済を提供または可能にしたか、またその場合の典型
的もしくは重大な事例は何か？

Our Progress＞人権の尊重＞
リスク・機会管理 P228
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TCFD対照表
本報告書は、気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）による提言で推奨されている開示項目を参照しています。

「サステナビリティレポート2026での該当箇所」をクリックすると、該当ページを表示します。

提言：気候関連のリスクおよび機会に係る組織のガバナンスを開示する。
推奨される開示内容 サステナビリティレポート2026での該当箇所

a） 気候関連のリスクおよび機会についての取締役会
による監視体制

Our Progress＞脱炭素＞ガバナンス P151
Our Progress＞水保全＞ガバナンス P180

b） 気候関連のリスクおよび機会を評価・管理する
上での経営者の役割

Our Progress＞脱炭素＞ガバナンス P151
Our Progress＞水保全＞ガバナンス P180

提言：�気候関連のリスクおよび機会がもたらす組織のビジネス・戦略・財務計画への実際の、もしくは潜在的な影響を、
そのような情報が重要な場合は開示する。			 

推奨される開示内容 サステナビリティレポート2026での該当箇所

a） 組織が識別した、短期・中期・長期の気候関連の
リスクおよび機会

Our Progress＞脱炭素＞戦略 P144
Our Progress＞水保全＞戦略 P174

b） 気候関連のリスクおよび機会が組織のビジネス・
戦略・財務計画に及ぼす影響

Our Progress＞脱炭素＞戦略 P144
Our Progress＞脱炭素＞指標と目標 P148
Our Progress＞水保全＞戦略 P174
Our Progress＞水保全＞指標と目標 P176

c）
2℃以下シナリオを含む、さまざまな気候関連
シナリオに基づく検討を踏まえて、組織の戦略の
レジリエンス

Our Progress＞脱炭素＞戦略 P144

Our Progress＞水保全＞戦略 P174

提言：気候関連リスクについて、組織がどのように識別・評価・管理しているかについて開示する。
推奨される開示内容 サステナビリティレポート2026での該当箇所

a） 組織が気候関連リスクを識別・評価するプロセス

Our Progress＞脱炭素＞ガバナンス P151
Our Progress＞脱炭素＞リスク・機会管理 P152
Our Progress＞水保全＞ガバナンス P180
Our Progress＞水保全＞リスク・機会管理 P180

b） 組織が気候関連リスクを管理するプロセス

Our Progress＞脱炭素＞ガバナンス P151
Our Progress＞脱炭素＞リスク・機会管理 P152
Our Progress＞水保全＞ガバナンス P180
Our Progress＞水保全＞リスク・機会管理 P180

c）
組織が気候関連リスクを識別・評価・管理する
プロセスが組織の総合的リスク管理にどのように
統合されているか

Our Progress＞脱炭素＞ガバナンス P151
Our Progress＞脱炭素＞リスク・機会管理 P152
Our Progress＞水保全＞ガバナンス P180
Our Progress＞水保全＞リスク・機会管理 P180

提言：気候関連のリスクおよび機会を評価・管理する際に使用する指標と目標を、そのような情報が重要な場合は開示する。
推奨される開示内容 サステナビリティレポート2026での該当箇所

a）
組織が、自らの戦略とリスク管理プロセスに即して、
気候関連のリスクおよび機会を評価する際に用いる
指標

Our ESG Vision and Strategy＞指標と目標 P52
Our Progress＞脱炭素＞指標と目標 P148
Our Progress＞水保全＞指標と目標 P176

b）
スコープ1、スコープ2および当てはまる場合は 
スコープ3の温室効果ガス（GHG）排出量と、その
関連リスク

Our ESG Vision and Strategy＞指標と目標 P52

Our Progress＞脱炭素＞指標と目標 P148

c） 組織が気候関連リスクおよび機会を管理するため
に用いる目標、および目標に対する実績

Our ESG Vision and Strategy＞指標と目標 P52
Our Progress＞脱炭素＞指標と目標 P148
Our Progress＞水保全＞指標と目標 P176　

ガバナンス リスク管理

指標と目標

戦略
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SASB対照表
「該当箇所」をクリックすると、該当ページを表示します。「該当箇所」は「サステナビリティレポート2026」と「Our Foundations」を対象にしています。

家庭用及び個人用製品

トピック コード 指標 カテゴリー 測定単位 該当箇所

水管理

CG-HP-140a.1 (1)総取水量、(2)総消費水量、及びそれらの「ベースライン水ストレス」が「高い」又は
「極めて高い」地域の割合 定量 千立方メートル(m3)、

パーセンテージ(%)
Our Progress＞水保全＞指標と目標
Our Progress＞水保全＞リスク・機会管理

P176
P180

CG-HP-140a.2 水管理リスクの記述並びに当該リスクを緩和するための戦略及び実務の説明 説明及び
分析 該当なし

Our Progress＞水保全＞戦略
Our Progress＞水保全＞指標と目標
Our Progress＞水保全＞ガバナンス
Our Progress＞水保全＞リスク・機会管理

P174
P176
P180
P180

製品の環境、健康及
び安全上のパフォー
マンス

CG-HP-250a.1 高懸念物質を含む製品から生じた売上高 定量 表示通貨 Our Progress＞より安全でより健康な製品　P100
Our Progress＞責任ある化学物質管理　P301

なお、花王ウェブサイトでも公開しています。
・�商品開発～生産～発売後の品質保証活動 

https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/activities/
・�化学物質をより安全に使用するための取り組み 

https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/saicm/
・�花王製品に含まれる成分についての考え方 

https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/ingredients-
contained/

CG-HP-250a.3 新たな懸念材料及び懸念化学物質を識別し管理するためのプロセスについての説明 説明及び
分析 該当なし

CG-HP-250a.4 グリーン・ケミストリー原則（green chemistry principles）に従って設計した製品
から生じた売上高 定量 表示通貨

包装ライフサイクル
管理

CG-HP-410a.1 (1)包装の総重量、(2)リサイクルした又は再生可能な材料から作られた割合及び(3)
リサイクル可能、再利用可能又は堆肥化可能なものの割合 定量 メートル・トン(t)、

パーセンテージ(%)
Our Progress＞製品ライフサイクルと環境負荷
Our Progress＞ごみゼロ＞指標と目標

P198
P163

CG-HP-410a.2 包装ライフサイクルを通じた環境インパクトを低減するための戦略についての説明 説明及び
分析 該当なし

Our Progress＞ごみゼロ＞戦略
Our Progress＞ごみゼロ＞指標と目標
Our Progress＞ごみゼロ＞リスク・機会管理
Our Progress＞責任ある原材料調達＞戦略
Our Progress＞責任ある原材料調達＞リスク・機会管理

P162
P163
P165
P131
P134

パーム油サプライ・
チェーンの環境及び
社会へのインパクト

CG-HP-430a.1

パーム油調達量、「持続可能なパーム油のための円卓会議」（Roundtable on 
Sustainable Palm Oil; RSPO）のサプライ・チェーンにわたり認証された次の割合：
(a)「アイデンティティ・プリザーブド」、(b)「セグリゲーション」、(c)「マス・バランス」
又は(d)「ブック・アンド・クレーム」

定量 メートル・トン(t)、
パーセンテージ(%) Our Progress＞責任ある原材料調達＞指標と目標 P132

サステナビリティ開示トピック及び指標

活動指標 コード カテゴリー 測定単位 該当箇所

販売した製品の単位、販売した製品の総重量 CG-HP-000.A 定量 数、メートル・トン(t) — —

生産施設数 CG-HP-000.B 定量 数 Our ESG Vision and Strategy＞花王の価値創造プロセス P39

活動指標

Kirei Lifestyle Plan 
中長期目標 解説

SDGsへの貢献

外部評価

独立保証報告書

GRIスタンダード対照表

UNGPレポーティング
フレームワーク対照表

TCFD対照表

SASB対照表
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トピック コード 指標 カテゴリー 測定単位 該当箇所

温室効果ガス排出

RT-CH-110a.1 グローバルでの「スコープ1」の総排出、排出制限規制の対象割合 定量 CO2相当メートル・トン(t)、
パーセンテージ(%) Our Progress＞脱炭素＞指標と目標 P148

RT-CH-110a.2 「スコープ1」の排出を管理するための長期的及び短期的な戦略又は計画、排出削減目
標並びにそれらの目標に対するパフォーマンスの分析についての説明

説明及び
分析 該当なし

Our Progress＞脱炭素＞戦略
Our Progress＞脱炭素＞指標と目標
Our Progress＞脱炭素＞リスク・機会管理

P144
P148
P152

大気質 RT-CH-120a.1 次の汚染物質の大気排出：(1)NOx（N2Oを除く）、(2)SOx、(3)揮発性有機化合物
（VOC）、及び(4)有害大気汚染物質（HAP） 定量 メートル・トン(t) Our Progress＞大気および水質汚染防止＞指標と目標 P192

エネルギー管理 RT-CH-130a.1 (1)エネルギー総消費量、(2)電力系統からの電気の割合、(3)再生可能エネルギーの
割合及び(4)自己生成エネルギーの総量 定量 ギガジュール(GJ)、

パーセンテージ(%)
Our Progress＞脱炭素＞指標と目標
Our Progress＞脱炭素＞取り組み

P148
P152

水管理

RT-CH-140a.1 (1)総取水量、(2)総消費水量、及びそれらの「ベースライン水ストレス」が「高い」又は
「極めて高い」地域の割合 定量 千立方メートル(m3)、

パーセンテージ(%)

Our ESG Vision and Strategy＞花王の価値創造プロセス
Our Progress＞水保全＞指標と目標
Our Progress＞水保全＞リスク・機会管理

P39
P176
P180

RT-CH-140a.2 水質の許認可、基準及び規制に関連する違反事案（incidents of non-compliance）
の件数 定量 数 Our Progress＞大気および水質汚染防止＞指標と目標 P192

RT-CH-140a.3 水管理リスクの記述並びに当該リスクを緩和するための戦略及び実務の説明 説明及び
分析 該当なし

Our Progress＞水保全＞戦略
Our Progress＞水保全＞指標と目標
Our Progress＞水保全＞ガバナンス
Our Progress＞水保全＞リスク・機会管理

P174
P176
P180
P180

有害廃棄物管理 RT-CH-150a.1 (1)発生した有害廃棄物の量、(2)リサイクルした割合 定量 メートル・トン(t)、
パーセンテージ(%) Our Progress＞ごみゼロ＞リスク・機会管理＞取り組み P166

コミュニティとの関係 RT-CH-210a.1 コミュニティの利益に関連するリスク及び機会を管理するための対話プロセスについ
ての説明

説明及び
分析 該当なし Our ESG Vision and Strategy＞ステークホルダー・エンゲー

ジメント P78

労 働 力（workforce）
の健康及び安全

RT-CH-320a.1 (a)直接従業員及び(b)契約社員についての(1)総記録災害度数率（TRIR）及び(2)
死亡率 定量 比率 Our Progress＞社員の健康増進と安全（安全）＞指標と目標 P294

RT-CH-320a.2 従業員及び契約労働者の長期的な（慢性の）健康リスクに対するエクスポージャーを
評価し、モニタリングし、軽減するための取り組み（efforts）の記述

説明及び
分析 該当なし Our Progress＞社員の健康増進と安全（健康）＞取り組み

Our Progress＞社員の健康増進と安全（安全）
P284
P292

使用段階の効率を考
慮した製品設計 RT-CH-410a.1 使用段階での資源効率を考慮して設計された製品から生じる売上高 定量 表示通貨 Our Progress＞暮らしを変えるイノベーション＞取り組み

Our Progress＞水保全＞リスク・機会管理
P127
P180

化学製品の安全性及
び環境上のスチュワー
ドシップ

RT-CH-410b.1
(1)「化学品の分類及び表示に関する世界調和システム」（GHS）の「カテゴリー1及び
2健康上及び環境上の有害物質」を含む製品の割合、(2)有害性評価を受けたそのよう
な製品の割合

定量 売上高のパーセンテージ(%)、
パーセンテージ(%) Our Progress＞責任ある化学物質管理 P301

RT-CH-410b.2 (1)懸念化学物質を管理し(2)人間又は環境へのインパクトを低減する代替物を開発
するための戦略についての説明

説明及び
分析 該当なし

Our Progress＞より安全でより健康な製品＞戦略
Our Progress＞より安全でより健康な製品＞指標と目標
Our Progress＞より安全でより健康な製品＞ガバナンス
Our Progress＞より安全でより健康な製品＞リスク・機会管理
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞戦略
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞指標と目標
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞ガバナンス
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞リスク・機会管理

P101
P102
P103
P103
P302
P305
P306
P307

化学製品
サステナビリティ開示トピック及び指標

Kirei Lifestyle Plan 
中長期目標 解説

SDGsへの貢献

外部評価

独立保証報告書

GRIスタンダード対照表

UNGPレポーティング
フレームワーク対照表

TCFD対照表

SASB対照表
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活動指標

活動指標 コード カテゴリー 測定単位 該当箇所

報告セグメントごとの生産量 RT-CH-000.A 定量 立方メートル(m3)又は 
メートル・トン(t) — —

トピック コード 指標 カテゴリー 測定単位 該当箇所
遺伝子組換生物 RT-CH-410c.1 遺伝子組換生物（GMO）を含む製品から生じた売上高の割合 定量 売上高のパーセンテージ(%) — —

法規制環境の管理 RT-CH-530a.1 産業に影響を与える（affecting）環境的及び社会的要因に対処する政府規制又は政
策提言に関連する企業のポジションについての説明

説明及び
分析 該当なし

Our Progress＞より安全でより健康な製品＞リスク・機会管理
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞戦略
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞指標と目標
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞ガバナンス
Our Progress＞責任ある化学物質管理＞リスク・機会管理
Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞指標
と目標
Our Progress＞実効性のあるコーポレート・ガバナンス＞リス
ク・機会管理

P103
P101
P102
P103
P103
P203

P205

事業上の安全、緊急事
態への準備及び対応

RT-CH-540a.1 「Process Safety Incidents Count」（PSIC）、「Process Safety Total Incident 
Rate」（PSTIR）及び「Process Safety Incident Severity Rate」（PSISR） 定量 数、比率 Our Foundations＞保安防災＞指標と目標 —

RT-CH-540a.2 輸送事案の数 定量 数 Our Foundations＞保安防災＞指標と目標 —

Kirei Lifestyle Plan 
中長期目標 解説

SDGsへの貢献

外部評価

独立保証報告書

GRIスタンダード対照表

UNGPレポーティング
フレームワーク対照表

TCFD対照表

SASB対照表
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